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(57)【要約】
【課題】キャビンの変形を抑制する。
【解決手段】下部走行体と、前記下部走行体に旋回可能
に搭載される上部旋回体と、前記上部旋回体に取り付け
られるアタッチメントと、前記上部旋回体に搭載される
キャビンと、前記キャビンの前方において、前記アタッ
チメントまたは前記上部旋回体に、前記キャビンを保護
する保護部材と、を備える、ショベル。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下部走行体と、
　前記下部走行体に旋回可能に搭載される上部旋回体と、
　前記上部旋回体に取り付けられるアタッチメントと、
　前記上部旋回体に搭載されるキャビンと、
　前記キャビンの前方において、前記アタッチメントまたは前記上部旋回体に、前記キャ
ビンを保護する保護部材と、を備える、ショベル。
【請求項２】
　前記保護部材は、
　前記キャビンの前側フレームに対応する位置に配置される、
請求項１に記載のショベル。
【請求項３】
　前記保護部材は、横方向にリブが形成される、
請求項１または請求項２に記載のショベル。
【請求項４】
　前記リブは、複数形成される、
請求項３に記載のショベル。
【請求項５】
　前記アタッチメントは、
　第１ブームと、
　第２ブームと、
　前記第１ブームの上方に配置され、前記第２ブームを駆動する第２ブームシリンダと、
を有し、
　前記保護部材は、
　前記第１ブームに設けられた板部材と、
　リブと、を有する、
請求項１または請求項２に記載のショベル。
【請求項６】
　前記板部材は、
　前記リブが設けられた高剛性部と、
　前記高剛性部よりも剛性の低い低剛性部と、を有する、
　請求項５に記載のショベル。
【請求項７】
　前記リブは、前記第２ブームシリンダと当接する円弧部を有する、
　請求項５または請求項６に記載のショベル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ショベルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ショベルには運転室であるキャビンが設けられており、オペレータはキャビン内でショ
ベルを操作する。キャビンは、飛来・落下する物体からオペレータを保護する。また、キ
ャビンには、ショベルが転倒した際、キャビン内のオペレータを保護することが求められ
ている。
【０００３】
　特許文献１には、運転室の後方側に、ショベルが転倒した際に運転室の上部を側方から
支持する保護手段を設けたショベルが開示されている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平６－２８０２８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、キャビン内のオペレータをより好適に保護することが求められている。
【０００６】
　そこで、本発明は、キャビンの変形を抑制するショベルを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　実施形態の一態様のショベルは、下部走行体と、前記下部走行体に旋回可能に搭載され
る上部旋回体と、前記上部旋回体に取り付けられるアタッチメントと、前記上部旋回体に
搭載されるキャビンと、前記キャビンの前方において、前記アタッチメントまたは前記上
部旋回体に、前記キャビンを保護する保護部材と、を備える。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、キャビンの変形を抑制するショベルを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１実施形態に係るショベルの側面図。
【図２】第１実施形態に係るショベルの上面図。
【図３】第１実施形態に係るショベルのＡ－Ａ断面図。
【図４】第１実施形態に係るショベルに設けられたレシーバの斜視図。
【図５】第２実施形態に係るショベルのＡ－Ａ断面図である。
【図６】第３実施形態に係るショベルの側面図。
【図７】第３実施形態に係るショベルのＡ－Ａ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、添付図面を参照しながら実施形態について説明する。説明の理解を容易にするた
め、各図面において同一の構成要素に対しては可能な限り同一の符号を付して、重複する
説明は省略する。
【００１１】
≪第１実施形態≫
　第１実施形態に係るショベル１００の概要について、図１及び図２を用いて説明する。
図１は、第１実施形態に係るショベル１００の側面図である。図２は、第１実施形態に係
るショベル１００の上面図である。
【００１２】
　第１実施形態に係るショベル１００は、下部走行体１と、旋回機構２を介して旋回自在
に下部走行体１に搭載される上部旋回体３と、アタッチメント（作業機）を構成する第１
ブーム４Ａ、第２ブーム４Ｂ、アーム５、及び、バケット６と、キャビン１０を備える。
【００１３】
　下部走行体１は、左右一対のクローラが走行油圧モータ（図示せず）でそれぞれ油圧駆
動されることにより、ショベル１００を走行させる。つまり、一対の走行油圧モータ（走
行モータの一例）は、被駆動部としての下部走行体１（クローラ）を駆動する。
【００１４】
　上部旋回体３は、旋回油圧モータ（図示せず）で駆動されることにより、下部走行体１
に対して旋回する。つまり、旋回油圧モータは、被駆動部としての上部旋回体３を駆動す
る旋回駆動部であり、上部旋回体３の向きを変化させることができる。
【００１５】
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　尚、上部旋回体３は、旋回油圧モータの代わりに、電動機（以下、「旋回用電動機」）
により電気駆動されてもよい。つまり、旋回用電動機は、旋回油圧モータと同様、非駆動
部としての上部旋回体３を駆動する旋回駆動部であり、上部旋回体３の向きを変化させる
ことができる。
【００１６】
　第１ブーム４Ａは、上部旋回体３の前部中央に俯仰可能に枢着され、第１ブーム４Ａの
先端には、第２ブーム４Ｂが上下回動可能に枢着され、第２ブーム４Ｂの先端には、アー
ム５が上下回動可能に枢着され、アーム５の先端には、エンドアタッチメントとしてのバ
ケット６が上下回動可能に枢着される。第１ブーム４Ａ、第２ブーム４Ｂ、アーム５、及
びバケット６は、それぞれ、油圧アクチュエータとしての第１ブームシリンダ７Ａ、第２
ブームシリンダ７Ｂ、アームシリンダ８、及びバケットシリンダ９によりそれぞれ油圧駆
動される。
【００１７】
　尚、バケット６は、エンドアタッチメントの一例であり、アーム５の先端には、作業内
容等に応じて、バケット６の代わりに、他のエンドアタッチメント、例えば、法面用バケ
ット、浚渫用バケット、ブレーカ等が取り付けられてもよい。
【００１８】
　キャビン１０は、オペレータが搭乗する運転室であり、上部旋回体３の前部左側に搭載
される。キャビン１０は、骨格を形成するフレーム体１１を有している。フレーム体１１
は、縦フレームと横フレームと繋ぎフレームとを組み合わせて形成されている。縦フレー
ムは、前方右側に位置する縦フレーム１１ａと、前方左側に位置する縦フレーム１１ｂと
、後方右側に位置する縦フレーム１１ｃと、後方左側に位置する縦フレーム１１ｄと、を
有している。横フレームは、前方側の左右の縦フレーム１１ａ，１１ｂ間に横架される前
方側の横フレーム１１ｅ（後述する図３参照）と、後方側の左右の縦フレーム１１ｃ，１
１ｄ間に横架される後方側の横フレーム（図示省略）と、を有している。繋ぎフレームは
、右側の前後の縦フレーム１１ａ，１１ｃ間を連結する右側の繋ぎフレーム（図示省略）
と、左側の前後の縦フレーム１１ｂ，１１ｄ間を連結する左側の繋ぎフレーム（図示省略
）と、を有している。また、キャビン１０は、防振のために、上部旋回体３の底面フレー
ム１２（後述する図５参照）に設けられたキャビン支持梁１３（後述する図５参照）に対
して、減衰装置１４（後述する図５参照）を介して、弾性支持されている。
【００１９】
　なお、図１に示す第１実施形態に係るショベル１００は、アタッチメントに第１ブーム
４Ａ及び第２ブーム４Ｂを有するツーピースブームである。図１及び図２に示すように、
第１ブームシリンダ７Ａは、第１ブーム４Ａの側方に一対設けられている。なお、第１ブ
ームシリンダ７Ａの配置は、これに限られるものではなく、例えば、第１ブーム４Ａの下
方に１本配置される構成であってもよい。第２ブームシリンダ７Ｂは、第１ブーム４Ａの
上方に設けられている。第２ブームシリンダ７Ｂのボトム側は、第１ブーム４Ａを構成す
る上板の基端部側（上部旋回体３の側）に設けられたブラケット４Ａ１に回動自在に取り
付けられている。第２ブームシリンダ７Ｂのロッド側は、第２ブーム４Ｂの基端部に設け
られたブラケット４Ｂ１に回動自在に取り付けられている。
【００２０】
　第１ブーム４Ａの上板には、レシーバ２０が設けられている。レシーバ２０は、少なく
ともブーム（第１ブーム４Ａ）を最も下げた状態において、レシーバ２０と前方右側の縦
フレーム１１ａとが重なるように、配置される。
【００２１】
　レシーバ２０について、図３及び図４を用いて更に説明する。図３は、第１実施形態に
係るショベル１００のＡ－Ａ断面図である。図４は、第１実施形態に係るショベル１００
に設けられたレシーバ２０の斜視図である。
【００２２】
　第１ブーム４Ａの上板には、レシーバ２０を取り付けるための座部４Ａ２が設けられて
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いる。座部４Ａ２は、例えば、第１ブーム４Ａの上板に溶接により固定される。図１及び
図２に示すように、レシーバ２０は、キャビン１０の前方右側の縦フレーム１１ａに対応
する位置に設けられている。
【００２３】
　レシーバ２０は、固定部２１と、低剛性部２２と、高剛性部２３と、を有している。ま
た、レシーバ２０は、開口２４を有する板部材２５と、円弧部２６を有するリブ２７と、
を有している。
【００２４】
　固定部２１は、板部材２５の基端側（開口２４よりも下側）の部分であり、例えば、ボ
ルト２９を挿通するための通し穴（図示せず）が設けられいる。また、座部４Ａ２にはタ
ップ穴（図示せず）が設けられている。レシーバ２０は、ボルト２９によって座部４Ａ２
に固定（締結）される。
【００２５】
　低剛性部２２は、板部材２５のうち、開口２４が設けられる範囲、かつ、リブ２７が設
けられていない範囲の部分であり、高剛性部２３よりも剛性の低い部分である。また、低
剛性部２２は、固定部２１と高剛性部２３とを接続する。低剛性部２２は、キャビン１０
が第１ブーム４Ａの方向に倒れ込むことにより、レシーバ２０がキャビン１０によって第
１ブーム４Ａの方向に押された際に、変形する。なお、図３及び図４に示すように、レシ
ーバ２０がキャビン１０によって押されていない状態においては、板部材２５が第２ブー
ムシリンダ７Ｂの側に倒れ込むことなく自立する。これにより、レシーバ２０がキャビン
１０によって押されていない状態においては、高剛性部２３は、第２ブームシリンダ７Ｂ
と接触しないように配置される。
【００２６】
　高剛性部２３は、板部材２５の先端側の部分であり、低剛性部２２よりも剛性の高いを
有する部分である。高剛性部２３は、リブ２７（図４においては、３枚）を有している。
リブ２７は、板部材２５の第２ブームシリンダ７Ｂの側の面に、例えば溶接により固定さ
れる。リブ２７には、レシーバ２０がキャビン１０によって第１ブーム４Ａの方向に押さ
れた際に、第２ブームシリンダ７Ｂの形状に沿って当接する円弧部２６が形成されている
。
【００２７】
　以下、レシーバ２０の機能について説明する。
【００２８】
　ショベル１００の通常の動作時においてアタッチメントを動作させる際、第２ブームシ
リンダ７Ｂは、第１ブーム４Ａの上板に設けられたブラケット４Ａ１を支点として上下方
向に揺動する。図３に示すように、レシーバ２０がキャビン１０によって押されていない
状態において、第２ブームシリンダ７Ｂは、レシーバ２０と接触することなく揺動可能と
なっている。
【００２９】
　例えば、ショベル１００が反時計回りに側方転倒した際、キャビン１０は地面と接触し
、キャビン１０の左側面の上方から横力Ｆ（図３参照）を受ける。キャビン１０の左側面
から横力Ｆを受けた場合、上部旋回体３に対して弾性支持されたキャビン１０は、第１ブ
ーム４Ａの側（図３において右側）に傾斜し、キャビン１０の前方右側の縦フレーム１１
ａとレシーバ２０の当接部２８（板部材２５の上部側）とが接触する。レシーバ２０は、
キャビン１０によって第１ブーム４Ａの方向に押されることにより、高剛性部２３の円弧
部２６が第２ブームシリンダ７Ｂに接触するまで、低剛性部２２が変形する。高剛性部２
３の円弧部２６が第２ブームシリンダ７Ｂに接触した後は、低剛性部２２の変形は止まる
。これにより、キャビン１０は、当接部２８でレシーバ２０と接触し、高剛性部２３及び
第２ブームシリンダ７Ｂによって支持される。
【００３０】
　なお、レシーバ２０が設けられていないショベルにおいては、横力Ｆにより倒れ込んだ
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キャビン１０が第１ブーム４Ａの上板の当接部４Ａ３と当接する。キャビン１０が変形す
る際は、横力Ｆによって当接部４Ａ３を起点としてキャビン１０（縦フレーム１１ａ）が
変形する。
【００３１】
　これに対し、第１実施形態に係るショベル１００では、キャビン１０が変形する際は、
横力Ｆによってレシーバ２０の当接部２８を起点としてキャビン１０（縦フレーム１１ａ
）が変形する。第１実施形態に係るショベル１００では、起点の位置を高くすることがで
きるので、キャビン１０の変形を抑制することができる。即ち、前述のように、横力Ｆは
、キャビン１０の左側面上方から作用する。また、キャビン１０の天面は高い剛性を有し
ている。このため、キャビン１０の前方右側の縦フレーム１１ａは、レシーバ２０の当接
部２８を起点として、縦フレーム１１ａの上方が折れ曲がるように変形することとなる。
起点を高くすることにより、起点よりも下側のキャビン１０内の空間を広く確保すること
ができる。また、起点を高くすることにより、横力Ｆの力点に近づけることで曲げモーメ
ントを小さくして、縦フレーム１１ａの変形を抑制することができる。
【００３２】
≪第２実施形態≫
　第２実施形態に係るショベル１００の概要について、図５を用いて説明する。図５は、
第２実施形態に係るショベル１００のＡ－Ａ断面図である。第２実施形態に係るショベル
１００は、第１実施形態に係るショベル１００と比較して、レシーバ２０（図３参照）に
替えてレシーバ３０（図５参照）が設けられている。その他の構成は同様であり、重複す
る説明を省略する。
【００３３】
　キャビン１０は、防振のために、上部旋回体３の底面フレーム１２に設けられたキャビ
ン支持梁１３に対して、減衰装置１４を介して、弾性支持されている。レシーバ３０は、
上部旋回体３の底面フレーム１２から立設し、キャビン１０と第１ブーム４Ａ（第１ブー
ムシリンダ７Ａ）との間に配置されている。底面フレーム１２から立設するレシーバ３０
は、キャビン１０とは反対側に設けられたリブ３２で支持されている。レシーバ３０の上
端は、第１ブーム４Ａの上板よりも高い位置に設けられている。また、レシーバ３０は、
キャビン１０の前方右側の縦フレーム１１ａに対応する位置に設けられている。
【００３４】
　以下、レシーバ３０の機能について説明する。
【００３５】
　ショベル１００の通常の動作時においてアタッチメントを動作させる際、第２ブームシ
リンダ７Ｂは、第１ブーム４Ａの上板に設けられたブラケット４Ａ１を支点として上下方
向に揺動する。図５に示すように、第２ブームシリンダ７Ｂは、レシーバ３０と接触する
ことなく揺動可能となっている。
【００３６】
　例えば、ショベル１００が反時計回りに側方転倒した際、キャビン１０は地面と接触し
、キャビン１０の左側面の上方から横力Ｆ（図５参照）を受ける。キャビン１０の左側面
から横力Ｆを受けた場合、上部旋回体３に対して弾性支持されたキャビン１０は、第１ブ
ーム４Ａの側（図５において右側）に傾斜し、キャビン１０の前方右側の縦フレーム１１
ａとレシーバ３０の当接部３１とが接触する。これにより、キャビン１０は、当接部３１
でレシーバ３０と接触し、レシーバ３０によって支持される。また、レシーバ３０は、リ
ブ３２によって支持される。
【００３７】
　第２実施形態に係るショベル１００では、キャビン１０が変形する際は、横力Ｆによっ
てレシーバ３０の当接部３１を起点としてキャビン１０（縦フレーム１１ａ）が変形する
。第２実施形態に係るショベル１００では、起点の位置を高くすることができるので、キ
ャビン１０の変形を抑制することができる。
【００３８】
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≪第３実施形態≫
　第３実施形態に係るショベル１００Ａの概要について、図６及び図７を用いて説明する
。図６は、第３実施形態に係るショベル１００Ａの側面図である。図７は、第３実施形態
に係るショベル１００ＡのＡ－Ａ断面図である。
【００３９】
　ここで、図１に示すように第１実施形態に係るショベル１００のアタッチメントは第１
ブーム４Ａ及び第２ブーム４Ｂを有するツーピースブームであるのに対し、図６に示すよ
うに、第３実施形態に係るショベル１００Ａのアタッチメントは１つのブーム４を有する
点で異なっている。また、第３実施形態に係るショベル１００Ａは、第１実施形態に係る
ショベル１００と比較して、レシーバ２０（図３参照）に替えてレシーバ３５（図７参照
）が設けられている。その他の構成は同様であり、重複する説明を省略する。
【００４０】
　第３実施形態に係るショベル１００Ａは、下部走行体１と、旋回機構２を介して旋回自
在に下部走行体１に搭載される上部旋回体３と、アタッチメント（作業機）を構成するブ
ーム４、アーム５、及び、バケット６と、キャビン１０を備える。
【００４１】
　ブームは、上部旋回体３の前部中央に俯仰可能に枢着され、ブーム４の先端には、アー
ム５が上下回動可能に枢着され、アーム５の先端には、エンドアタッチメントとしてのバ
ケット６が上下回動可能に枢着される。ブーム４、アーム５、及びバケット６は、それぞ
れ、油圧アクチュエータとしてのブームシリンダ７、アームシリンダ８、及びバケットシ
リンダ９によりそれぞれ油圧駆動される。
【００４２】
　なお、図６に示すように、ブームシリンダ７は、ブーム４の側方に一対設けられている
。なお、ブームシリンダ７の配置は、これに限られるものではなく、例えば、ブーム４の
下方に１本配置される構成であってもよい。アームシリンダ８は、ブーム４の上方に設け
られている。アームシリンダ８のボトム側は、ブーム４を構成する上板の中央部に設けら
れたブラケット４１に回動自在に取り付けられている。即ち、ブラケット４１は、キャビ
ン１０の前方右側の縦フレーム１１ａに対応する位置よりも前方側（ブーム４の先端側）
に設けられている。アームシリンダ８のロッド側は、アーム５の基端部に設けられたブラ
ケット５１に回動自在に取り付けられている。
【００４３】
　ブーム４の上板には、キャビン１０の前方右側の縦フレーム１１ａに対応する位置に、
レシーバ３５が設けられている。レシーバ３５は、板部材３６と、リブ３７と、を有して
いる。
【００４４】
　以下、レシーバ３５の機能について説明する。
【００４５】
　レシーバ３５は、ブラケット４１よりもブーム４の基端側に設けられている。これによ
り、アームシリンダ８は、レシーバ３５と接触することなく揺動可能となっている。
【００４６】
　例えば、ショベル１００Ａが反時計回りに側方転倒した際、キャビン１０は地面と接触
し、キャビン１０の左側面の上方から横力Ｆ（図７参照）を受ける。キャビン１０の左側
面から横力Ｆを受けた場合、上部旋回体３に対して弾性支持されたキャビン１０は、ブー
ム４の側（図７において右側）に傾斜し、キャビン１０の前方右側の縦フレーム１１ａと
レシーバ３５の当接部３８とが接触する。これにより、キャビン１０は、当接部３８でレ
シーバ３５と接触し、レシーバ３５によって支持される。
【００４７】
　第３実施形態に係るショベル１００Ａでは、キャビン１０が変形する際は、横力Ｆによ
ってレシーバ３５の当接部３８を起点としてキャビン１０（縦フレーム１１ａ）が変形す
る。第３実施形態に係るショベル１００Ａでは、起点の位置を高くすることができるので
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【００４８】
　以上、ショベルの実施形態等について説明したが、本発明は上記実施形態等に限定され
るものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内において、種々の変
形、改良が可能である。
【符号の説明】
【００４９】
１００，１００Ａ　ショベル
１　　　　　下部走行体
２　　　　　旋回機構
３　　　　　上部旋回体
４　　　　　ブーム
４Ａ　　　　第１ブーム
４Ａ２　　　座部
４Ａ３　　　当接部
４Ｂ　　　　第２ブーム
４Ａ１，４Ｂ１，４１，５１　ブラケット
５　　　　　アーム
６　　　　　バケット
７　　　　　ブームシリンダ
７Ａ　　　　第１ブームシリンダ
７Ｂ　　　　第２ブームシリンダ
８　　　　　アームシリンダ
９　　　　　バケットシリンダ
１０　　　　キャビン
１１　　　　フレーム体
１１ａ～１１ｄ　縦フレーム
１１ｅ　　　横フレーム
１２　　　　底面フレーム
１３　　　　キャビン支持梁
１４　　　　減衰装置
２０，３０，３５　レシーバ（保護部材）
２１　　　　固定部
２２　　　　低剛性部
２３　　　　高剛性部
２４　　　　開口
２５，３６　板部材
２６　　　　円弧部
２７，３７　リブ
２８，３１，３８　当接部
２９　　　　ボルト
Ｆ　　　　　横力
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